
※300セットまでの単価

SOS 安否確認
トリアージキット

2,200円 (税込 )
コンパクトタイプ

1 セット

※300セットまでの単価

2,300円 (税込 )
コンパクトGタイプ

1 セット
自治会での防災訓練に使用して頂き、お互い助け合う【互近所】
(ご近所 )意識を持つことができる安否確認トリアージキット！
大きな災害が発生すれば被災される方々が救助要請を求めて 119番に殺到し、電話も使えな
い状況も起こりうります。さらに停電も発生する可能性も考えられ、その状況で「いかに救
助要請ができるか」、「救助者に速く辿り着けるか」、「いかに命を救えるか」を考えました。
このキットは救助要請をしているのか、在宅避難しているのか、他所避難しているのかなど、
安否確認が一目で分かるようになっています。しかしこのキットは一人だけが使ってもさほ
ど役に立ちません。自治会の住民の方々が、普段から防災訓練を同じ認識で取り組むことで、
ご近所同士の「相互扶助」によって助かる命が増えるように取り組んで頂きますようお願い
いたします。

50 年に一度の大災害が
毎年日本各地で発生！

備えあれば憂いなし
大きな災害が発生した場合、
甚大な被害が見込まれます。
災害が発生してから義援金を
募るのでは無く、『平時に義
援金を積立てる』の考え。
このキットにて防災意識を高
め備えて頂ければ幸いです。

義援金付

コンパクトタイプ

2023年 5月 特許取得　製造・販売：株式会社協同印刷　〒520-0115 滋賀県大津市弥生町15-15 Tel.077-578-6432

災害発生日 災害名及び被害者数

2024/01/01 能登半島地震、死者245、負傷 1546

2022/03/16 福島県沖地震、死者3、負傷 248

2021/08/11 ～ 令和 3 年 8 月の大雨、死者13

2021/07/03 熱海市伊豆山地区土砂災害、死者27、行不 1

2021/02/13 福島県沖地震、死者2、負傷 186

2020/07/03 ～ 令和 2 年 7 月豪雨、死者84、行不 2

2019/10/11 ～ 令和元年台風19 号、死者99、行不 3

2017/07/05 ～ 平成29 年 7 月九州北部豪雨、死者37、行不 2

2018/06/28 ～ 平成 30 年 7 月豪雨、死者 237、行不 8

2016/04/14 熊本地震（M7.3）、死者 211

＃安否確認
＃防災訓練
＃互近所
＃アナログ

過去の災害を顧みても災害発生時こそアナログになります。
災害発生⇒
停電⇒
インフラ停止⇒

義援金付 (＋100 円 ) ※日本赤十字社へ寄付します 

2024.7 月



我が家は・私は大丈夫！の過信は大変危険です！
常に最新の情報を確認しましょう！

★商品の詳しくは情報・実証実験結果については
　ホームページをご覧ください。

特許第7225518号
発明の名称　救援要請キット
特許権者：滋賀県大津市弥生町15-15　
　　　　　株式会社協同印刷
発明者　：福井　喜教
出願番号：特願2020-206331
出願日　：令和2年11月 25日
登録日　：令和5年 2月 13日

災害が発生すれば住民同士
の相互扶助が必要です

弊社が考案した商品が、
特許庁に認められました。

京都新聞に掲載 (2023.12/31)
(2023 年 12月での防災訓練の取材 )

中日新聞に掲載 (2024.2/2)
( 能登半島地震 1か月後での取材 )

【セット内容】(下記内容を透明のケースに収納しています )

ご注文の自治会が市町村発行のハザードマップ上にて、
危険・警戒エリアに該当 (1軒でも範囲内であればOK)
していれば総額販売価格より 5％割引いたします。

災害により道路が分断され、陸の孤島となり、
連絡不通となり得る可能性があります。
外部への連絡方法に、このサインを上空から見
えるように掲出する事で、ヘリコプターやドロ
ーンから確認でき、救助要請が可能となります。

周辺の自治会さんとの
合同購入のオススメ！
このトリアージキットは多くの方がご利用頂く事
で、より防災効果が発揮できると考えられます。
「このサインは救助要請しているんだ！」が住民
皆さんの共通意識になり、まち全体・広い範囲で
のご使用を推奨しております。周辺の自治会さん
にもお声掛けいただき、お申込みください。

価　格　表

077－578－6432 077－578－5817

sos@kyodo-print.co.jp(専用アドレス)
http://www.kyodo-print.co.jp

まずはお気軽にお問い合わせください

〠520-0115　滋賀県大津市弥生町15-15

協同印刷株式
会社

滋賀県大津市にある創業51年の印刷会社です

個　　数タイプ 義援金

※コンパクトG＝義援金付
※義援金：1セット 100円

10～ 300セットコンパクト

コンパクト

＋100 円

＋100 円

＋100 円

2,200 円

10～ 300セットコンパクトG 2,300 円

301～ 600セット 2,090 円

コンパクトG 301～ 600セット 2,190 円

コンパクト 601～1,000セット 1,980 円

コンパクトG 601～ 1,000セット

★最小ロット：10セット、1,000セット以上は別途お見積り。

★送料は別途掛かります

2,080 円

2,000 円

2,000 円

1,900 円

1,900 円

1,800 円

1,800 円

単価 (税別 ) 単価 ( 税込 )

避難場所こそ！
救助要請サイン

『50セット単位』でSOSサイン (のぼりタイプ )を 1セットお付け
いたします。避難場所からSOSの救助要請に使っていただけます。

「互近所」
意識を高めましょう！

価 格 表

プ レ ス 特 許 取 得
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【救助要請時に】 【避難完了時に】

➡

高反射シール

材　質：ユポ ( 耐水加工 )
サイズ：横 210mm 縦 297mm
付属品：カラビナ付ロープ (1)
　　　　各サインに 2重リング
　　　　印刷物 (2 枚 )・ケース
　　　　ケミカルライト (2 本 )

【自宅待機中に】 【印刷物2枚】 【ケミカルライト】
SOS安否確認トリアージキット説明書

保 管 場 所

サインを出すタイミングと種類

掲 出 方 法

●普段から目につく玄関・階段・リビング等 ※パッケージに入れた状態で保管

自治会での防災訓練に使用していただき、【互近所】(お互い助け合うご近所 )意識を！
このトリアージキットは住民の方々の安否確認や救助要請をしているかどうかを救助隊員や消防団、
近所の方々が一目で分かるキットになっています。
自治会の住民の方々が同じ認識で取り組むことが大切になります。普段からの防災訓練によって、助
かる命が増えるように取り組んでいただきますようお願いします。
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我が家は・私は大丈夫！の過信は大変危険です！
常に最新の情報を確認しましょう！

世帯主の名前を記入し、家族全員がどこにあるのかを知っ
ておきましょう！

①災害発生時に、気象庁・地方自治体から避難勧告発令時の状況に応じて、速やかに　「SOS」、「避難完了」、
　「自宅避難中」のサインを外部から見える様に、安全を確保してから掲出してください。
②大雨 (線状降水帯・台風 )・大雪・大地震等の自然災害 (※災害の内容に異なります )、病気や事故等で救急隊
　を要請した時、外部に救助要請をしたい時に「SOS」のサインを外部から見える様に掲出してください。
③災害発生時に優先救助要請については、自治会・ご近所での共通意識として、掲出状況に応じて判断が必要。
　救助優先順位①ＳＯＳ(黄 )（早急に救助が必要）⇒救助優先順位②「トリアージサイン」の掲出がない※掲出
　できない・又は声も出せない状況の可能性も有り、掲出出来ない場合は「近くのものを叩く」「物を投げる」
　等、とにかく音を出して家の中にいることを伝える。⇒救助優先順位③自宅避難中 (緑 )（自宅で待機している
　場合）⇒救助優先順位④避難完了 (青 )　※防犯の為、退去時には必ず戸締りをしてください。
◎普段からの防災訓練時に各自治会にてルールを決めて取り組んで頂けますとより一層の効果が得られます。

戸建て見本 (拡大 )① 戸建て見本② 集合住宅拡大見本③ 集合住宅見本④

製造・販売：株式会社協同印刷　〒520-0115 滋賀県大津市弥生町15-15 Tel.077-578-6432

①掲出するサイン (状況に応じて選択 )の上部にある2重リングに
　付属のカラビナ付ロープのカラビナをリングに掛けて、ロープを
　使い外から見える場所に掲出してください。
②掲出場所は「玄関」・「窓」・「門扉」等、道路から見える場所を選
　んでください。
③夜間にSOSの救助要請の場合は、付属のケミカルライト (フック
　付 )を発光させてから※掲出カードの2重リングに外部に向けて
　引っ掛けてください。
　

①両端を握り、親指を中央にあてて「パキッ」と
　音がするまで軽く折り曲げる。
②音がしたら、それ以上折り曲げずに全体が光る
　ように軽く振る。

パキッ

ケミカルライトの使い方
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このキットの使い方

初めて経験する大きな揺れ
土砂災害が発生する恐れがある

場合は命の安全を第一に

今すぐ逃げる

落ち着いて対処できる場合、状況に応じて外部から
見やすい所に下記のサインを掲出してください。

大きな
地震 津波 土砂災害
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・救助要請したい時
・病気・怪我人がいる時
・強盗・DV等にあった時

・他所に避難した時
 ( 戸締りは厳重に、
　戻れば直ぐ収める )

・自宅にて避難した時
 ( 落ち着くまで掲出 )

日頃から備える災害用品リスト

□　①飲料水⇒1日 1人３ℓ×3日分 (飲料水＋調理用 )出来れば 7日分
□　②非常食 (日頃からローリングストックを意識して備える )( パックご飯・レト
　　ルト食品インスタント食品・アルファ米・乾パン・日持ちする菓子等 )
□　③紙食器 (紙皿・紙コップ・割箸・食品用ラップ )
□　④懐中電灯・ランタン (LEDタイプ推奨　大型・小型・ヘッドライト )
□　⑤携帯ラジオ (電池式・充電式 (発電式 )が望ましい )
□　⑥予備電池 (主に懐中電灯用　単 1～単 4電池 )
□　⑦モバイルバッテリー (携帯電話の予備バッテリー等 )
□　⑧災害用トイレ (平時に備え、事前に使い方を確認する )
□　⑨ティッシュペーパー・ウエットティッシュ・トイレットペーパー
□　⑩カセットコンロ及びボンベ (1人　1週間で 5本使用 )
□　⑪生活用品 (タオル数枚・歯ブラシ・マウスウォッシュ・コンタクト用品・眼鏡
　　(予備があれば )・生理用品・軍手・大きなゴミ袋・布製粘着テープ）
□　⑫ハザードマップ (現住居用・職場や通学先用 )
□　⑬衣類 (下着類・季節の服 )
□　⑭寝床にスリッパ (ガラス等が割れた場合のけが防止に使用する )
□　⑮常備薬・おくすり手帳
□　⑯自家用車の燃料 (ガソリン・軽油 )は常に満タンを心掛ける
□　⑰冬季の防寒対策 (コート・毛布等・携帯カイロ )

準備出来れば□にチェックを入れてください。重要なのは「備える意識」です

< 気象庁より >

それぞれの警戒レベルに相当する情報を
早めの避難行動の判断に役立ててくださ
い。市町村からの避難勧告等の発令に留
意するとともに、避難勧告等が発令され
ていなくとも自ら避難の判断をしてくだ
さい。警戒レベル５の状況では災害が発
生して避難出来なくなることから、警戒
レベル３や４の段階で避難することが重
要です。

警  戒
レベル 住民がとるべき行動 ■市町村の情報

●気象庁等の情報

災害がすでに発生して
おり、命を守るための
最善の行動をとる

■災害発生情報
●大雨特別警報
●氾濫発生情報

速やかに避難

●大雨・洪水注意報
●氾濫注意情報

●早期注意情報
　(警報級の可能性 )

高齢者等は速やかに避難

ハザードマップ等で避難
行動を確認

災害への心構えを高める

■避難指示 (緊急 )
■避難勧告
●土砂災害警戒情報
●氾濫危険情報

■避難準備・高齢者等
　避難開始
●大雨警報・洪水警報
●氾濫警戒情報

5
4
3
2
1

土砂災害警戒区域等や急激な水位上昇の
おそれのある河川沿いのお住まいの方は
避難準備が整い次第、避難開始

危険な区域の外の少しでも
安全な場所に速やかに避難

備蓄について 備蓄の必要量が分かる
「東京備蓄ナビ」

特別警報について
「気象庁サイト」

備蓄の量は一人あたり 1週間分と言われています。理由として、
被災後 3日間は人命が優先され、避難者への支援に手が回らない
ため、最低でも 3日間の備蓄が必要。また、インフラの復旧も 1
週間程度かかるため、1週間分の備蓄が必要になると言われてい
ます。

※上記リストはあくまで一般的な災害用品です。各家庭で必要なものを話し合ってご用意ください。
　また、備えた物は両手が使えるようにリュック等 (避難場所に移動する際 )に入れて、かんたんに持ち
　運べる場所に置いてください。飲料水・非常食は定期的に消費期限を確認してください。

開封後、キット内容のご確認をお願いします。

□　①SOS( 黄 ) サイン ( 穴に2重リング・反射シール有 )　・・・・1枚

□　②避難完了 (青 ) サイン ( 穴に2重リング・反射シール有 )　・・1枚

□　③自宅避難中 (緑 ) サイン ( 穴に2重リング・反射シール有 )　・1枚

□　④カラビナ式フック＋ロープ (白 ) 約１M・・・・・・・・・・・１個

□　⑤ケミカルライト (アルミ袋に入っています )・・・・・・・・・2本

□　⑥印刷物 (このキットの使い方・安否確認トリアージキット説明書 )

□　⑦印刷物 (日頃からの備える災害用品リスト・梱包内容確認書 )

□　⑧ステーショナリーケース　※収納ケース

梱包内容確認書

万が一の災害に備えて、普段から目にする場所に保管していた

だき、災害発生時には迅速に掲出していただけますようお願い

いたします。また、普段からの防災訓練にご活用ください。

万一、欠品や不良品の場合、大変お手数ではございますが、

下記までご連絡をお願いいたします。

株式会社協同印刷　トリアージキット係まで　

ご連絡先：☎077-578-6542 (9 時～ 17時 )　E-mail：sos@kyodo-print.co.jp

アンケートのお願い

今後、さらにより良い商品をご提供できるようアンケートへの
ご協力をお願いいたします。(スマートフォンにて右記の
ＱＲコードを読み取り、お答えください )

お　願　い　

防災意識を高める ! ハザードマップ確認推進企画

Ｓ
О
Ｓ

自治会高反射
シール

高反射
シール

SOS
のぼり

自治会名
入れ部分

サイズ
縦 180cm
横　45cm
(のぼり部分 )

付属品
カラビナ
ロープ 3ｍ
パイプ

京都新聞社 中日新聞社

夜
間
で
の
視
覚
実
験

ド
ロ
ー
ン
で
の
実
証
実
験

★助成金・補助金制度をお住まいの自治体にご確認ください。

弊社をもっと！


